
 

 

 

 

 

インフルエンザウイルスは、感染者のせきやくしゃみなどに含まれ、それが

人の体内に侵入することで、感染します。インフルエンザの感染を防ぐには、

手洗いやうがい、人混みでのマスク着用などで、ウイルスを体内に入れな

いようにすることが重要です。また、流行前にワクチンを接種することで、重症化を防ぐこともできます。 
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勝浦中学校 
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インフルエンザに注意 

乗り物酔いの原因を知って、予防しよう 

乗り物酔いの原因 

体の様々な部分から、揺れ方や

回転、スピードなどの情報が脳

へ送られますが、この情報にずれ

があったり、刺激が強すぎると、

脳が混乱して、脳の働きを乱し、

気持ち悪くなる原因になります。 

目からの情報 

景色の動きなど 

耳の器官（内耳）からの情報 

体のゆれ、回転、傾きなど 

自律神経からの情報 

胃腸の状態（空腹・満腹） 

睡眠不足 

 

足の裏からの情報 

体のゆれ、振動など 

乗り物よいの予防 

乗り物に乗る前は、しっかり睡眠をとる。消化

の良いものを軽めにとる。体をしめつけない

衣服を着る 

揺れにくい場所に乗る（タイヤの上はゆれ

やすいのでさける。）進行方向を向いて座

る。読書やゲームはせずに遠くをみる。友達

とのおしゃべりも効果的です。 

ウイルスのついたドアノブなどを触った手で目、鼻、口などを触らない 

 

 
インフルエンザの出席停止期間 



 

 

 

 

 

 

 

「秋の日はつるべ落とし」ということわざを聞いたことがありますか。他の季節に比べて、秋は急速に日が暮れ

ることを表します。また、日の入りからしばらく暗くならない薄明りの時間も、花器には夏に比べて記事書くあっ

という間に暗くなります。そのため、夕方は、歩行者や自転車に気づくのが遅れて、交通事故の危険性が高く

なる時間ともいわれています。下校時は、反射板やライトを使うなど、周囲に気を配りましょう。 

 

 

 

 


